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一般演題8-5
ビスフォスフォネート関連顎骨壊死や大理石
骨病に併発した下顎骨骨髄炎にHBOTが有
効であった症例報告
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近年，ビスフォフォネート製剤の服用患者において，
観血的歯科処置後に難治性の顎骨壊死が発症する
との報告1，2）が多く認められる。一方，大理石骨病患
者は硬化性疾患を有しており，歯科疾患や観血的歯
科処置に起因する顎骨骨髄炎を惹起し易い。両疾患
とも難治性であり治療に苦慮することが多い。両疾
患の治療にHBOTを行い良好な結果が得られたので
報告した。症例1：83歳，女性。主訴：右頬部から顎
下部の腫脹。現病歴：2010年2月に右下顎第2大臼
歯の抜歯を行なった。抜歯窩からの排膿を認めるよ
うに抜歯部が治癒しないために当科を紹介されて受
診した。既往歴：骨粗鬆症を有しアレンドロネートを5
年以上にわたり服用していた。現症：全身所見：全身
状態は良好であるも健忘や見当識障害等の認知症が
認められた。局所所見：顔貌：左右非対称性で右下
顎部に皮膚の発赤や局所熱感を伴ったびまん性の腫
脹が認められた。口腔内所見：右下顎第2大臼歯部
の抜歯窩は肥厚した歯肉で覆われ一部の骨露出と灰
白色の排膿が認められた。CT所見で右下顎臼歯部
に頬舌側におよぶ骨破壊像が認められた。臨床診断：

ビスフォスフォネート関連下顎骨壊死。処置ならびに
経過：術前にHBOTを10回施行した後に下顎骨区域
切除術を行った。切除した下顎骨の病巣の中心部に
おける頬側皮質骨上に骨が添加しており骨新生が認
められた。（図1）また，術直後もHBOTを10回行った。
現在，手術後4か月経過しているが患者さんのOQL
も向上しており再発もなく経過は良好である。症例2．
59歳，女性。主訴：左下顎臼歯部の骨露出。現病歴：
2006年に某病院歯科で左下顎第1，第2，第3大臼
歯の抜歯を受けた。以降，抜歯窩が治癒せずに骨が
露出し数回閉鎖術を行うも抜歯窩は治癒しなかった。
2010年2月に疼痛を認めるようになり総合病院歯科
口腔外科を受診し，当科での治療を勧められて受診
した。既往歴：大理石骨病　現症　全身所見：低身
長，その他に視力障害，聴力障害，貧血が認められ
た。口腔内所見：左下顎臼歯部に茶褐色の骨の露出
が認められた。X線所見では下顎骨全体は骨硬化像
を示しており，左下顎小臼歯部から下顎枝にかけて
腐骨を伴うびまん性の骨破壊像が認められた。X線
写真では頭蓋冠の肥厚や後床突起の棍棒化が認め
られ，また，鎖骨や肋骨には無構造な硬化像が認め
られた。臨床診断：大理石骨病に伴う左下顎骨骨髄
炎。処置ならびに経過：術前にHBOT14回行い腐骨
除去術を行った。腐骨除去後の骨面は口腔粘膜で完
全被覆して1次閉鎖を行った。1週後には創は全て裂
開し下顎骨が再び露出した。手術後にもHBOT29回
を行ったところ骨面は完全に口腔上皮で被覆され治
癒した。（図2）手術後5か月経過しているが再発もな
く経過は良好である。考察：ビスフォスフォネート関連
顎骨壊死1）や大理石骨病を伴う下顎骨骨髄炎は3，4），
治療に対して抵抗を示し未だに治療法が確立されて
おらず試行錯誤が続いているのが現状である。また，
HBOTに関する報告は少なく否定的な意見もある。本
症例のように良好な結果をもたらすこともあるので難
治性の顎骨壊死，顎骨骨髄炎にはHBOTも治療法と
して考慮すべきと思われた。
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